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認知症になっても安心して暮らせる社会を 
 

月刊 ＰＯＬＥ－ＰＯＬＥ（スワヒリ語） 
 

 

 

 

 

 

認知症の人と家族の会  理念 

認知症になったとしても、介護する側になったとしても、 

人としての尊厳が守られ日々の暮らしが安穏に続けられなければならない。 

認知症の人と家族の会は、ともに励ましあい助け合って、 

人として実りある人生を送るとともに、 

認知症になっても安心して暮らせる社会の実現を希求する。 
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巻
頭
言 

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
事
始
め 

  

2005
年
に
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
が
提
案
さ
れ
て

間
も
な
く
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
と
な
り
要
請
が
あ
れ

ば
講
師
役
を
務
め
て
い
ま
す
。
先
日
も
、
あ
る
金
融
機

関
の
新
入
社
員
研
修
の
一
環
で
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。 

そ
の
際
、
数
日
前
に
「
こ
れ
こ
そ
、
サ
ポ
ー
タ
ー
に

果
た
し
て
欲
し
い
役
割
！
」
と
感
じ
た
朝
日
新
聞
の
記

事
を
目
に
し
ま
し
た
の
で
講
座
の
冒
頭
で
紹
介
し
ま
し

た
。
（
本
誌
４
頁
に
抜
粋
で
紹
介
し
て
い
ま
す
）
館
林

市
の
家
を
出
て
道
に
迷
っ
た
高
齢
者
が
、
翌
日
40
キ

ロ
以
上
離
れ
た
栃
木
県
鹿
沼
市
で
、
遭
遇
し
た
住
民
家

族
の
機
転
に
よ
り
無
事
保
護
さ
れ
た
と
の
記
事
で
し
た
。 

住
民
家
族
が
「
養
成
講
座
」
を
受
け
て
い
た
か
定
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
「
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
、
ま
さ
に

こ
の
よ
う
に
住
民
の
生
活
の
安
全
を
守
る
こ
と
を
目
的

に
出
発
し
た
と
理
解
し
て
い
ま
す
。 

制
度
が
始
ま
っ
て
20
年
、
認
知
症
が
早
期
に
診
断

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
認
知
症
の
人
の
生
活
範
囲
は
大

き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。
安
全
を
守
る
だ
け
で
な
く
、

よ
り
快
適
な
生
活
を
保
障
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
「
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
1500
万
人
を
超
え
た
言
わ
れ

ま
す
が
、
も
っ
と
も
っ
と
増
や
し
ま
し
ょ
う
。 

  

  

目
次 

・
巻
頭
言 

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
事
始
め 

・
2025
（
令
和
7
）
年
度
の
予
定 

・
投
稿 

妻
の
母
が
旅
立
ち
ま
し
た 

・〈
わ
が
家
の
認
知
症
ケ
ア
手
帳
〉
59 

・
ト
ピ
ッ
ク
ス 

 

挨
拶
習
慣
不
明
80
代
救
う 

・
編
集
後
記 

    

５
月
の
予
定 

●
5
月
10
日
（
土
）
伊
勢
崎
つ
ど
い 

 
 

10
時
～
12
時 

伊
勢
崎
市
文
化
会
館 

●
5
月
11
日
（
日
）
渋
川
つ
ど
い 

 
 

10
時
～
12
時 

渋
川
市
中
央
公
民
館 

●
5
月
17
日
（
土
）
館
林
つ
ど
い 

 
 

10
時
～
12
時 

館
林
市
中
部
公
民
館 

●
5
月
25
日
（
日
）
県
央
つ
ど
い 

 
 

10
時
～
12
時 

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

７
階 

701
会
議
室 

    

電
話
相
談 

◎
群
馬
県
支
部
（
群
馬
県
か
ら
の
委
託
事
業
） 

認
知
症
の
人
と
家
族
の
た
め
の
電
話
相
談 

０
２
７
（
２
８
９
）
２
７
４
０ 

◎
本
部
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

０
１
２
０
（
２
９
４
）
４
５
６ 

１
頁 

２
～
３
頁 

２
～
３
頁 

４
頁 

４
頁 

４
頁 

X(旧 Twitter) 

やってます 
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（２） 
   

●
県
央
（
前
橋
市
）
● 

〇
会
場
〇 

・
群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー 

・
前
橋
市
新
前
橋
町
13-
12 

〇
日
程
〇 

 
 
 
 

（
第
4
日
曜
日 

10
時
～
12
時
） 

●
4
月
27
日
（
日
） 

●
5
月
25
日
（
日
） 

●
6
月
22
日
（
日
） 

●
7
月
27
日
（
日
） 

●
8
月
24
日
（
日
） 

●
9
月
28
日
（
日
） 

●
10
月
26
日
（
日
） 

●
11
月
23
日
（
日
） 

●
12
月
21
日
（
日
） 

第
3
日
曜
日 

●
1
月
25
日
（
日
） 

●
2
月
22
日
（
日
） 

●
3
月
22
日
（
日
） 

        

           

●
渋
川
市
● 

〇
会
場
〇 

・
渋
川
市
中
央
公
民
館 

・
渋
川
市
渋
川
908-

21 

〇
日
程
〇 

（
第
2
日
曜
日 
10
時
～
12
時
） 

●
4
月
13
日
（
日
） 

●
5
月
11
日
（
日
） 

●
6
月
15
日
（
日
）
＊
第
3
日
曜
日 

●
7
月
13
日
（
日
） 

●
8
月
10
日
（
日
） 

●
9
月
14
日
（
日
） 

●
10
月
12
日
（
日
） 

●
11
月
9
日
（
日
） 

●
12
月
14
日
（
日
） 

●
1
月
11
日
（
日
） 

●
2
月
8
日
（
日
） 

●
3
月
8
日
（
日
） 

●
桐
生
市
● 

〇
会
場
〇 

・
桐
生
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー 

・
桐
生
市
新
宿
3-

3-

19 

〇
日
程
〇
（
偶
数
月
） 

（
第
2
土
曜
日 

10
時
～
12
時
） 

●
4
月
12
日
（
土
） 

●
6
月
14
日
（
土
） 

●
8
月
9
日
（
土
） 

●
10
月
11
日
（
土
） 

●
12
月
13
日
（
土
） 

●
2
月
14
日
（
土
） 

     

●
太
田
市
● 

〇
会
場
〇 

・
太
田
市
韮
川
行
政
セ
ン
タ
ー 

・
太
田
市
東
長
岡
町
1853 

〇
日
程
〇
（
偶
数
月
） 

（
第
3
土
曜
日 

10
時
～
12
時
） 

●
4
月
19
日
（
土
） 

●
6
月
21
日
（
土
） 

●
8
月
16
日
（
土
） 

●
10
月
18
日
（
土
） 

●
12
月
20
日
（
土
） 

●
2
月
21
日
（
土
） 

投
稿 

妻
の
母
が
旅
立
ち
ま
し
た 

 
 
 
 
 
 
 
 

田
部
井
康
夫 

 
 
 
 

 

 

幾
度
か
ご
紹
介
し
て
い
た
妻
の
母
が
旅

立
ち
ま
し
た
。
満
101
歳
と
８
カ
月
で
し
た
。 

101
歳
を
過
ぎ
て
も
特
に
変
わ
り
な
く
過

ご
し
て
い
ま
し
た
が,

寒
さ
に
向
か
い
次
第

に
調
子
を
落
と
す
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
年
を
越
す
の
は
難
し
い
か
と
思
わ

れ
ま
し
た
。「
お
正
月
を
迎
え
よ
う
！
」
と
、

頻
繁
に
面
会
を
申
し
込
み
励
ま
し
続
け
ま

し
た
。 

 

そ
れ
で
も
元
気
は
取
り
戻
せ
ず
、
施
設
か

ら
「
点
滴
も
入
ら
な
く
な
り
、
看
取
り
ケ
ア

に
移
行
し
ま
す
」
と
の
説
明
を
受
け
、
死
期

が
近
い
と
の
判
断
か
ら
、
「
夜
中
に
臨
終
の

場
合
、
知
ら
せ
は
夜
が
明
け
て
か
ら
」
と
な

り
ま
し
た
。 

妻
は
こ
う
し
た
経
過
の
中
で
、
少
し
ず
つ

で
す
が
母
の
死
を
受
け
入
れ
る
準
備
を
整

え
て
い
っ
た
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
私
は
、

娘
の
夫
と
い
う
立
場
で
す
の
で
そ
れ
を
見

守
っ
て
い
る
だ
け
で
し
た
。 

 

そ
の
後
、
私
た
ち
は
大
正
12
年
生
ま
れ
の

時
代
背
景
、
農
業
に
よ
る
肉
体
労
働
に
鍛
え

ら
れ
た
体
、
難
聴
の
あ
る
夫
を
前
面
に
立
て

支
え
て
き
た
気
丈
さ
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た

生
命
力
を
見
せ
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

年
度 

年
間
の
予
定 

つ
ど
い 

 

認知症の人と家族のための 

電 話 相 談 

●月曜日～金曜日 １０時～１５時 

●年間２４４日開設 

●いま家族として認知症の人を介 

護している、またはその経験が 

ある相談員がお話を伺います。 

 



（ ３

） 
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（３） 

●
伊
勢
崎
市
● 

〇
会
場
〇 

・
伊
勢
崎
市
文
化
会
館 

・
伊
勢
崎
市
昭
和
町
3918 

〇
日
程
〇
（
奇
数
月
） 

（
第
2
土
曜
日 
10
時
～
12
時
） 

●
5
月
10
日
（
土
） 

●
7
月
12
日
（
土
） 

●
9
月
13
日
（
土
） 

●
11
月
8
日
（
土
）
会
場
未
定 

●
1
月
10
日
（
土
） 

●
3
月
14
日
（
土
） 

     

●
館
林
市
● 

〇
会
場
〇 

・
館
林
市
中
部
公
民
館 

・
館
林
市
仲
町
14-

2 

〇
日
程
〇
（
奇
数
月
） 

（
第
3
土
曜
日 

10
時
～
12
時
） 

●
5
月
17
日
（
土
） 

●
7
月
19
日
（
土
） 

●
9
月
20
日
（
土
） 

●
11
月
15
日
（
土
） 

●
1
月
17
日
（
土
） 

●
3
月
21
日
（
土
） 

                             

                             

妻
の
母
は
見
事
新
年
を
迎
え
た
の
で
す
。 

  

こ
う
な
る
と
、
家
族
は
さ
ら
に
欲
張
り

に
な
り
、
次
の
頑
張
り
目
標
を
設
定
し
て

面
会
に
向
か
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
次
な

る
目
標
は
３
月
の
女
系
直
系
の
私
た
ち
夫

婦
の
娘
の
２
番
目
の
子
の
出
産
、
つ
ま
り

二
人
目
の
ひ
孫
の
出
産
で
し
た
。
そ
し
て
、

妻
の
母
は
こ
の
目
的
も
ク
リ
ア
ー
し
た
の

で
す
。
さ
す
が
に
直
接
会
わ
せ
て
あ
げ
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ラ
イ
ン

上
で
顔
を
合
わ
せ
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

 

そ
の
間
に
も
、
妻
の
母
の
本
当
の
命
の

限
界
は
忍
び
寄
っ
て
い
た
の
で
し
た
。
４

月
に
入
り
、
呼
吸
を
す
る
こ
と
自
体
が
苦

し
い
と
訴
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
あ

る
意
味
で
は
、
こ
の
期
間
が
短
く
は
あ
り

ま
し
た
が
、
母
に
も
、
見
守
る
家
族
に
と

っ
て
も
も
っ
と
も
つ
ら
い
時
期
だ
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

眠
り
と
呼
吸
だ
け
を
保
障
す
る
手
立
て

は
な
い
か
、
夜
が
明
け
た
ら
相
談
し
て
み

よ
う
、
と
話
し
合
っ
て
寝
に
就
い
た
夜
中

の
１
時
過
ぎ
、
施
設
か
ら
「
呼
吸
が
止
ま

っ
た
」
と
の
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。 

呼
吸
す
る
力
も
残
ら
な
い
、
本
当
の
意

味
で
の
「
老
衰
」
で
妻
の
母
は
旅
立
っ
て

い
き
ま
し
た
。 

群
馬
県
支
部
総
会
の
ご
案
内 

次
の
通
り
、
2025
年
度
の
支
部
総
会
を
開
催
し
ま
す
。 

●
日
時
：
2025
年
５
月
25
日
（
日
）
午
後
１
時
～
３
時 

●
会
場
：
群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
７
階
701
会
議
室 

●
参
加
者
：
会
員
の
方
は
ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

●
議
題
：
・
2024
年
度
の
活
動
報
告
、
決
算
の
承
認 

 
 
 
 
 

・
2025
年
度
の
活
動
計
画
、
予
算
の
承
認 

 
 
 
 
 

・
６
月
７
日
本
部
総
会
出
席
代
議
員
の
選
出 

 
 
 
 
 
 

（
４
月
末
日
ま
で
、
代
議
員
の
立
候
補
受
付
中
で
す
。
立
候
補
者
を
含
め 

支
部
総
会
で
代
議
員
３
名
を
選
定
し
ま
す
） 

 

公
益
社
団
法
人
本
部
2025
年
度
総
会
の
ご
案
内 

●
日
時
：
2025
年
６
月
７
日
（
土
）
午
後
１
時
よ
り 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式 

●
会
場
：
京
都
市 

●
参
加
：
代
議
員
以
外
の
方
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
で
き
ま
す
。 

群
馬
県
支
部 
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
（
認
知
症
の
日
） 

記
念 

講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

 
 
 
 

「
認
知
症
の
人
と
家
族
を
支
え
る
支
援
と
は
」：
： 

●
日
時
：
2025
年
９
月
21
日
（
日
）
13
：
00
～
16
：
30 

●
：
群
馬
県
社
会
福
祉
素
合
セ
ン
タ
ー 

８
階 

ホ
ー
ル 

●
講
演
：
荒
井
浩
道
教
授 

駒
澤
大
学
社
会
学
部
社
会
福
祉
学
科 

 
 
 
 
 
 

「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
と
は 

そ
の
意
義
と
実
際
」（
仮
） 

 

公
益
社
団
法
人
支
部
代
表
者
会
議
の
ご
案
内 

●
日
時
：
2025
年
10
月
25
日
（
土
）
13
時
～
16
時
30
分 

●
会
場
：
北
西
学
園
大
学 

札
幌
市
厚
別
区
大
谷
地
西
２―
３―
１ 

●
方
式
：
参
集
、
ズ
ー
ム
併
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式 

●
な
お
、
翌
10
月
26
日
は
、
全
国
研
究
集
会
で
す
。 

●
お
問
い
合
わ
せ
は
、
群
馬
県
支
部
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 
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渡
辺
俊
之
の
〈
わ
が
家
の
認
知
症
ケ
ア
手
帳
〉
59 

 

介
護
を
放
置
す
る
家
族 

 
 
 
 
 

渡
辺
医
院
院
長
（
精
神
科
医
、
当
会
顧
問
） 

渡
辺
俊
之 

 

 

 

    

過
日
、
愛
知
県
岡
崎
市
医
師
会
の
在
宅
医

療
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
た
講
演
会

に
講
師
と
し
て
招
か
れ
ま
し
た
。
司
会
の
先

生
か
ら
「
別
居
し
て
い
る
家
族
が
認
知
症
の

親
を
放
置
し
て
い
ま
す
が
、
ど
う
し
た
ら
よ

い
で
し
ょ
う
」
と
の
質
問
を
受
け
ま
し
た
。

私
は
上
手
に
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。「
介

護
放
棄
」
と
い
う
言
葉
や
「
放
置
に
至
る
ま

で
の
家
族
の
歴
史
」
な
ど
が
頭
に
浮
か
び
ま

し
た
が
、
対
応
の
妙
案
が
浮
か
び
ま
せ
ん
。

介
護
放
棄
の
背
景
に
は
個
別
性
が
あ
り
、
一

般
論
で
は
語
れ
な
い
か
ら
で
す
。 

私
に
は
苦
い
経
験
が
あ
り
ま
す
。
一
人
暮

ら
し
の
軽
度
認
知
症
の
女
性
が
骨
折
し
た
の

で
息
子
に
連
絡
し
た
の
で
す
が
、
電
話
に
出

な
い
し
、
着
信
に
返
信
も
あ
り
ま
せ
ん
。「
全

く
無
責
任
な
息
子
だ
」
と
怒
り
が
湧
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
後
に
な
っ
て
、
息
子
家
族
全

員
が
コ
ロ
ナ
感
染
だ
っ
た
と
知
っ
た
の
で
す
。 

認
知
症
支
援
者
は
患
者
に
肩
入
れ
す
る
あ

ま
り
、
家
族
に
否
定
的
な
感
情
を
向
け
る
こ

と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
支
援
者
は
家
族 

 

      

と
良
好
な
関
係
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
、
円
滑

な
ケ
ア
は
始
ま
り
ま
せ
ん
。
介
護
放
棄
に
至

っ
た
家
族
の
歴
史
、
現
在
の
家
族
状
況
、
介

護
へ
の
不
安
に
耳
を
傾
け
、
ま
ず
は
家
族
の

言
い
分
を
聞
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

支
援
者
や
医
療
者
と
の
話
し
合
い
に
も
出

て
こ
な
い
家
族
の
場
合
に
は
、
介
護
放
棄
は

法
律
違
反
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
民
法
で
は
、
父
母
ら

直
系
血
族
や
兄
弟
姉
妹
の
扶
養
義
務
、
夫
婦

の
協
力
・
扶
助
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。「
親

御
さ
ん
の
介
護
を
放
棄
す
る
と
、
法
律
違
反

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
た
ち
も
最
善
を

尽
く
す
の
で
、
介
護
を
一
緒
に
や
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
伝
え
て
み
る
の
も
よ
い
か
と

思
い
ま
す
。 

       

                 

静
か
な
山
あ
い
を
高
齢
の
男
性
が
銀
色

の
自
転
車
を
押
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
歩
い

て
い
た
。（
中
略
） 

４
月
21
日
午
後
４
時
半
頃
ご
ろ
、
栃
木

県
鹿
沼
市
中
粕
尾
。
市
内
の
中
心
部
か
ら

20
キ
ロ
以
上
も
離
れ
て
い
る
。
暮
れ
時
を

迎
え
、
気
温
が
下
が
り
始
め
、
風
が
吹
い

て
い
た
。 

近
く
に
住
む
看
護
師
の
斎
藤
佑
紀
さ
ん

と
長
女
愛
さ
ん
（
12
）、長
男
旭
さ
ん
（
10
）

は
ま
た
ま
近
く
に
い
た
。 

「
こ
ん
に
ち
は
！
」 

地
区
の
こ
ど
も
た
ち
は
出
会
っ
た
人
に

あ
い
さ
つ
す
る
の
が
習
慣
だ
。
い
つ
も
の

よ
う
に
声
を
掛
け
る
と
、
男
性
も
応
じ
て

く
れ
た
が
、
そ
の
ま
ま
何
も
な
い
山
の
奥

の
方
へ
向
か
お
う
と
し
た
。 

「
ど
こ
に
行
く
ん
で
す
か
？
」 

無
言
の
ま
ま
。
様
子
が
お
か
し
い
と
感

じ
、
さ
ら
に
声
を
掛
け
た
。「
ど
こ
か
ら
来

た
ん
で
す
か
？
」
す
る
と
男
性
は
、「
館
林
」

と
答
え
た
。
館
林
市
は
40
キ
ロ
以
上
も
離

れ
て
い
る
。
驚
い
た
３
人
は
何
と
か
し
な

け
れ
ば
と
す
ぐ
に
感
じ
取
っ
た
。（
中
略
） 

 

男
性
は
80
代
で
、
前
日
か
ら
行
方
が
分

か
ら
な
く
な
り
、
家
族
が
警
察
に
届
け
出

て
い
た
。
け
が
な
ど
は
な
く
無
事
に
家
族

に
引
き
渡
さ
れ
た
。（
以
下
略
） 

（
小
幡
淳
一
記
者
署
名
記
事
よ
り
抜
粋
） 

〈
編 

集 

後 

記
〉 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

夕
刻
、
前
橋
文
学
館
に
立
ち
寄
っ
た
折
、

久
し
ぶ
り
に
文
学
館
前
か
ら
臨
江
閣
近
く

ま
で
広
瀬
川
遊
歩
道
を
歩
き
ま
し
た
。
上
に

は
し
だ
れ
柳
が
風
に
ゆ
れ
、
下
に
は
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
の
花
び
ら
が
散
り
敷
い
て
、
と
て
も

良
い
風
情
で
し
た
。
折
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。 

 
 

（
田
部
井
） 

 
 

ト
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あ
い
さ
つ
習
慣 

不
明
80
代
救
う 

「
館
林
か
ら
」
家
族
へ
つ
な
ぐ
連
携
プ
レ
ー 

（
４
月
10
日
付
朝
日
新
聞
群
馬
版
） 
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